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VERAVERA観測システム観測システム

�� ２ビーム２０ｍアンテナ２ビーム２０ｍアンテナ

�� 受信装置受信装置
�� ２２２２//４３４３GHzGHz帯帯

�� S/XS/X帯帯

�� デジタルバックエンドデジタルバックエンド�� デジタルバックエンドデジタルバックエンド
�� サンプラサンプラ

�� 光デジタル伝送系光デジタル伝送系

�� デジタルフィルタデジタルフィルタ

�� 分光計分光計

�� 校正位相検出器校正位相検出器

�� データ記録系データ記録系



望遠鏡性能望遠鏡性能

ＫバンドＫバンド ＱバンドＱバンド

開口効率開口効率 ４７．６％４７．６％ ４０．４％４０．４％開口効率開口効率 ４７．６％４７．６％ ４０．４％４０．４％

受信機雑音温度受信機雑音温度 ３９±８ Ｋ ８１±７ Ｋ



開発の現状（１）開発の現状（１）

�� アンテナアンテナ
�� フィドームを上野氏が開発中フィドームを上野氏が開発中

�� 撥水効果も期待できそう撥水効果も期待できそう

�� 背面雑音遮蔽板の設置は手付かず背面雑音遮蔽板の設置は手付かず

�� 広帯域給電部は論文検討のみ（広帯域給電部は論文検討のみ（TSA)TSA)�� 広帯域給電部は論文検討のみ（広帯域給電部は論文検討のみ（TSA)TSA)

�� 受信機受信機
�� メタノール受信機の搭載（本間）メタノール受信機の搭載（本間）

�� InP HBT MMICInP HBT MMICの第の第11回ファンドリで４０回ファンドリで４０KK＠４３＠４３GG帯を達成、帯を達成、
最適ソースインダクタンス値が判明。再ファンドリで２６最適ソースインダクタンス値が判明。再ファンドリで２６
KK？？

�� 電波窓に発生する霜の生成経路がほぼ解明。簡易な対電波窓に発生する霜の生成経路がほぼ解明。簡易な対
策も可能に策も可能に



メタノール受信機メタノール受信機

�� 大阪府立大学チームが大阪府立大学チームが
製作製作

�� 観測時に設置観測時に設置�� 観測時に設置観測時に設置

�� ６．７６．７GGの常温受信機の常温受信機



電波窓に発生する霜電波窓に発生する霜



開発の現状（２）開発の現状（２）

�� 磁気テープレコーダ磁気テープレコーダ

�� VERAVERA--20002000が稼動を開始が稼動を開始

�� トラックシャッフル実験機の開発中トラックシャッフル実験機の開発中

�� セパレーツ型レコーダセパレーツ型レコーダ((三鷹相関局三鷹相関局))の特殊光ファの特殊光ファ�� セパレーツ型レコーダセパレーツ型レコーダ((三鷹相関局三鷹相関局))の特殊光ファの特殊光ファ
イバ接続を一般電気接続に変更予定イバ接続を一般電気接続に変更予定

�� 20152015年で磁気テープ運用は終了年で磁気テープ運用は終了

�� 磁気ディスクレコーダ磁気ディスクレコーダ

�� FVSI4000/FDR1000FVSI4000/FDR1000が稼動を開始が稼動を開始



磁気テープレコーダ磁気テープレコーダ
VERAVERA２０００２０００

�� VERA/KVNVERA/KVN連携観測連携観測
�� DIRDIR--20002000で記録したで記録したVERAVERA観測データはソウル観測データはソウル
相関局へ相関局へ

�� ソウル相関局においてソウル相関局においてDIRDIR--20002000テープはテープはVERAVERA--

IMGP1715.AVI

�� ソウル相関局においてソウル相関局においてDIRDIR--20002000テープはテープはVERAVERA--
20002000で再生で再生

�� VERAVERA--20002000再生データはディスクバッファ再生データはディスクバッファ
（（RVDBRVDB）で一時格納）で一時格納

�� KVNKVN観測データ（観測データ（MKMK--VVｂ）もｂ）もRVDBRVDBに一時格納に一時格納

�� RVDBRVDBは同時刻データを同時に再生し、相関器へは同時刻データを同時に再生し、相関器へ
伝送伝送



1G1G再生専用機：再生専用機：VERA2000VERA2000

�� DIRDIR--10001000（２５６（２５６MM機）を官給機）を官給

�� DIRDIR--20002000（１（１GG録再機）の録再機）の
ヘッドを官給ヘッドを官給ヘッドを官給ヘッドを官給

�� バックパネル、再生ボードのバックパネル、再生ボードの
新規設計、アセンブル新規設計、アセンブル

�� VSIVSIデータの直接出力データの直接出力



ファンテックディスクレコーダファンテックディスクレコーダ

水沢局で試験運用を開始予定

FDR-1000

FVSI-4000

VMAT
(試験装置)



ファンテックファンテック FDRFDR--10001000

12 TB
9.5 kg

12 TB
=24hour@1Gbps



開発の現状（３）開発の現状（３）

�� ソフトウェア相関器（小山）ソフトウェア相関器（小山）

�� 所内シンポ（２００８年９月１日）で報告所内シンポ（２００８年９月１日）で報告

�� ２００７年度で５局１０基線相関システムが完成２００７年度で５局１０基線相関システムが完成

�� ２００８年度に試験運用を行いつつバグ修正中２００８年度に試験運用を行いつつバグ修正中�� ２００８年度に試験運用を行いつつバグ修正中２００８年度に試験運用を行いつつバグ修正中



開発の現状（３）開発の現状（３）

�� ソフトウェア相関器（小山）ソフトウェア相関器（小山）

�� 所内シンポ（２００８年９月１日）で報告所内シンポ（２００８年９月１日）で報告

�� ２００７年度で５局１０基線相関システムが完成２００７年度で５局１０基線相関システムが完成

�� ２００８年度に試験運用を行いつつバグ修正中２００８年度に試験運用を行いつつバグ修正中�� ２００８年度に試験運用を行いつつバグ修正中２００８年度に試験運用を行いつつバグ修正中



開発の現状（３）開発の現状（３）

�� ソフトウェア相関器（小山）ソフトウェア相関器（小山）

�� 所内シンポ（２００８年９月１日）で報告所内シンポ（２００８年９月１日）で報告

�� ２００７年度で５局１０基線相関システムが完成２００７年度で５局１０基線相関システムが完成

�� ２００８年度に試験運用を行いつつバグ修正中２００８年度に試験運用を行いつつバグ修正中�� ２００８年度に試験運用を行いつつバグ修正中２００８年度に試験運用を行いつつバグ修正中



ソウル相関局開発支援ソウル相関局開発支援
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実観測データによる初フリンジ実観測データによる初フリンジ

�ソウル相関器試作機



VERAVERA偏波観測偏波観測
（周波数多重方式）（周波数多重方式）

H

B=256MHz

Ｆ０ ADS-1000

RHCP

偏波は
DFUで
分離

B=256MHz

Ｆ０＋Ｂ

1024Msps
LHCP

分離

２ｃｈ周波数変換装置を新規開発する
D/Cの改修だけで２ビーム２偏波が達成可能
２ビーム位相校正系への影響がある



今後の課題今後の課題

�� 偏波観測システムの整備（偏波観測システムの整備（VSOP2VSOP2対応対応))

�� 磁気テープ記録からディスク記録へ磁気テープ記録からディスク記録へ

�� FXFX相関器からソフトウェア相関器へ相関器からソフトウェア相関器へ�� FXFX相関器からソフトウェア相関器へ相関器からソフトウェア相関器へ

�� 望遠鏡の高感度化望遠鏡の高感度化
�� 広帯域化（広帯域化（1Gbps1Gbps→→4Gbps4Gbps→→8Gbps8Gbps））

�� 低雑音化低雑音化


